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日本海溝沿いで発生した津波地震の規模推定　―1677年延宝房総沖地震津波の再評
価―
Estimation of the magnitude of tsunami earthquakes along Japan Trench -Re-evaluation
of the 1677 Enpo Boso-oki tsunami-
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日本海溝沿いの巨大地震発生領域では，顕著な地震の揺れを伴わないものの，巨大な津波を発生させる”津波地震”の
存在が知られている．1677年（延宝）に千葉県房総沖で発生した地震は，地震の揺れ自体は大きいものではなかったが，
巨大な津波を発生させ，500名以上もの人命を奪った．この津波は，”津波地震”によって発生したものと推定され，古文
書調査に基づく古津波規模の推定が進められてきた．しかしながら，古文書の記述には不正確な情報も多く，古文書調
査のみからでは十分な精度で津波規模を推定することは難しい．そこで本研究では，古文書の整理に加え，津波堆積物
調査，数値シミュレーションを合わせ，総合的に解析を進めることで，古津波規模の推定を実施した．
古文書に津波の到達が記載されている千葉県銚子市小畑池において津波堆積物調査を実施した結果，津波で堆積したと

思われる砂層を湖底より発見した．C14年代測定および火山灰分析より，この砂層は西暦 1100年～1700年頃に形成し
たものと推定され，1677年延宝房総沖地震津波によって堆積した可能性が高いと考えられる．本研究ではさらに，津波
堆積物に基づいて数値シミュレーションを実施した結果，1677年延宝房総沖地震津波を再現するには，M8.34以上の地
震が発生する必要であることがわかった．この規模は，1896年明治三陸地震津波の規模とほぼ一致する．明治時代以降
に日本海溝沿いで発生した”津波地震”は，1896年明治三陸地震津波のみであり，1677年延宝房総沖地震津波の評価は，
日本海溝沿いで発生する”津波地震”の規模を推定する上で有効な情報となる．
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